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オンラインによるオイスカ中部日本後援会活動報告会 
 

  

昨年に続き、オンラインでの活動報告となりました。 

2月 24日午前 10時より中部電力㈱水野明久会長の 

ご挨拶に始まり、技能実習生受け入れ企業の愛知 

ダイハツ㈱様による日本の研修現場の動画と、昨年 

マレーシア・クアラルンプールへ出店された整備工場 

と店舗、そこで働く卒業生の活躍の様子を発表して 

いただきました。 

 次に東京海上日動火災保険㈱様より、環境保全活動 

としてマングローブ植林を長年にわたり実行し、資金と 

活動人材の両面支援で続けてこられたことの説明があり 

ました。続いて、オイスカ本部の藤井よりミャンマーの実 

情についての説明がありました。さらに、トヨタファーム 

の鋤柄代表から親子二代にわたって海外研修生、技 

能実習生を約 100名受け入れていただき、ミャンマー 

支援を親身になって行っていただいている様子が発表 

されました。 

     愛知県支部事務局長 村松 明（筆） 

 
 
 

愛
知
県
支
部
の
状
況 

会
員
・支
援
者
の
皆
様
、
日
頃
は
オ
イ
ス
カ
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
昨
年
来
、

研
修
生
の
入
国
が
叶
わ
ず
、
１
年
以
上
現
地
の
オ
イ
ス
カ
研
修
セ

ン
タ
ー
で
待
機
し
て
い
る
研
修
生
が
日
本
で
の
研
修
を
待
ち
望

ん
で
い
ま
す
。
研
修
生
あ
っ
て
の
研
修
セ
ン
タ
ー
で
す
。
桜
の
花
が

咲
く
こ
ろ
に
は
日
本
の
土
を
踏
ん
で
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。 

さ
て
、
１
２
月
か
ら
１
月
に
か
け
て
、
「冬
募
金
」
を
呼
び
か
け

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
愛
知
県
管
轄
で
９
５
件
、
２
４
４
万

円
（
オ
イ
ス
カ
全
体
で
は
５
５
０
件
、
１
０
７
５
万
円
）
の
募
金
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
台
風
で
施
設
が
全
半
壊
の
被
害
に
あ

っ
た
バ
ゴ
研
修
セ
ン
タ
ー
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ネ
グ
ロ
ス
島
）
の
支
援
も

呼
び
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
１
０
４
件
４
５
２
万
円
の
支
援
が

集
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
加
え
て
豐
田
東
名
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

様
か
ら
は
、
１
０
０
万
円
も
の
支
援
金
を
直
接
バ
ゴ
セ
ン
タ
ー
に

送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
会
員
の
退
会
、
寄
付
金
の
減
少
、
事
業
の
中
止
に

追
い
込
ま
れ
、
国
内
外
の
現
場
が
窮
状
に
あ
る
中
、
全
国
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
支
援
は
本
当
に
有
難
い
こ
と
で
し
た
。
改
め
て
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
、
う
れ
し
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
の
研
修
を
終
え
帰
国
し
た
研
修
生
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
国
内
セ
ン

タ
ー
支
援
の
た
め
に
募
金
活
動
を
展
開
、
中
部
日
本
研
修
セ
ン

タ
ー
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
・
ス
リ
ラ
ン

カ
・
タ
イ
・
マ
レ
ー
シ
ア
の
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ
４
２
名
か
ら
募
金
が
寄
せ
ら

れ
、
日
本
円
で
約
３
８
万
円
に
な
り
ま
し
た
。 

日
本
以
上
に
生
活
が
苦
し
い
で
あ
ろ
う
彼
ら
が
日
本
で
学
ん

だ
セ
ン
タ
ー
の
た
め
に
募
金
協
力
の
呼
び
掛
け
に
応
じ
て
く
れ
た

こ
と
は
、
「
利
他
」
の
精
神
が
な
け
れ
ば
成
し
え
な
い
こ
と
で
あ

り
、
彼
ら
の
尊
い
精
神
に
心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

ま
も
な
く
令
和
３
年
度
が
終
わ
り
、
新
年
度
を
迎
え
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
応
援
を
励
み
に
、
オ
イ
ス
カ
研
修
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
役
割
を
全
う
し
て
ま
い
り
ま
す
。
オ
イ
ス
カ
研
修
を
通
じ
、

自
主
独
立
の
精
神
を
養
い
、
技
術
習
得
に
努
め
、
日
本
の
産
業
・

文
化
へ
の
造
詣
を
深
め
る
機
会
を
提
供
し
、
国
の
産
業
発
展
の
役

に
た
て
る
よ
う
充
実
し
た
研
修
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。
会
員
の
皆

様
の
ご
支
援
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
杉
裕
一
郎 

オイスカ中部日本後援会会員企業様をはじめ約 40 名の方々にご参加いた

だきました。 

アンケート結果と感想をいくつか抜粋しご紹介いたします。 

・企業として社会課題への取り組みが事例として聞けたのが参考になりまし

た。 

・混沌としているミャンマーの状況の一端がわかってよかった。 

・活動が具体的で、足が地についたものである。 

・オイスカ研修生の帰国後の活躍や企業とオイスカの連携協力がよく理解で

きた。 

 

 

オイスカと企業との連携

人材育成（国内）

人材育成（海外）
技能実習生について

植林事業（海外）

植林事業（子どもの森）

海岸林プロジェクト

国内啓発普及事業

中部センターの活動 その他

報告会で聞いてみたい内容がありますか



 

 

  SOMPO CSO ラーニング生インターン修了  8 カ月間オイスカで活躍したインターン生が今年

２月で活動を終えました。 

                             

                             

                             

                             

 

オ
イ
ス
カ
友
の
会
が
支
援
品
持
ち
寄
り
事
業
実
施 

 
オ
イ
ス
カ
友
の
会
（佐
藤
鋹
弘
会
長
）
が
令
和
３
年
度
事
業
と
し
て
、
「
研

修
セ
ン
タ
ー
支
援
持
ち
寄
り
事
業
」を
実
施
、
友
の
会
会
員
に
支
援
品
の
提

供
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

友
の
会
会
員
さ
ん
が
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
２
杯
相
当
の
支
援

品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
持
ち
寄
り
品
は
、
使
用
済
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

（「子
供
の
森
」計
画
支
援
に
な
り
ま
す
）、
書
き
損
じ
は
が
き
、
タ
オ
ル
、
カ
ッ

プ
ラ
ー
メ
ン
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
お
米
、
石
鹸
、
洗
剤
、
支
援

金
等
で
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
必
需
品
で
大
変
助
か
り
ま
す
し
、
有
難
い
こ
と

で
し
た
。 

１
月
３
１
日
に
佐
藤
鋹
弘
会
長
は
じ
め
、
長
谷
川
恒
美
さ
ん
、
高
濱
耀
圭

美
さ
ん
が
来
所
く
だ
さ
り
、
皆
様
か
ら
の
支
援
品
を
受
け
取
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
未
だ
研
修
生
の
入
国
の
目
途
が
立
っ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
来
日
を
１
年
以
上
も
待
っ
て
い
る
研
修
生
の
た
め

に
、
受
け
入
れ
準
備
に
万
全
を
期
し
、
友
の
会
か
ら
の
支
援
品
を
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

小
杉 

裕
一
郎
（筆
） 

 

 
 

 
 
 

 

 

左から佐藤鋹弘会長、持ち寄り事業責任者の高濱耀圭美さん 
、長谷川恒美副会長 

 

たくさんの支援品をいただきました 

 

 

約 8 ヶ月間、オイスカ中 

部でのインターン活動は 

大変充実したものでした。 

特に環境問題に関心が 

あり、オイスカでの有機栽 

培には関心がありました。 

活動中、地球温暖化によ 

り農作物が早く育ち過ぎ 

てしまったりして市場価格が低くなってしまってい

たり、地産地消の面で、私たちがお米離れをして

いるということ、また規格外野菜ははけられてしま

うという現実を垣間見ることができました。 

また、フィジー研修生と地元の子どもたちとの交

流お料理イベントや、サマーキャンプなどの経験

からは、イベントの準備やサポーターとして支える

立場から見ることができ、様々な場面で見えない

ところで動いてくださる方がいて、成り立っている

のだなと知ることができました。 

また、日本語教室で研修生に日本語を教えると

いう初めての経験をさせていただき、自分が当た

り前に使っている母国語を教えることの難しさや、

愉しさを感じました。そして、日本語検定に合格

でき、共に喜ぶことができたことも感慨深いもの

でした。 

このようにさまざまな活動を通して、沢山の方々と

交流することができました。ありがとうございまし

た。 

 

名古屋外国語大学 大脇 藍 

 

今年度インターンをさせて頂いた只井遥菜と申します。 

私は、大学で一次産業と環境についての勉強をしてお 

り、自分の知識が何かの役に立てばいいなという心持ち 

でオイスカに来ました。実際、農業の現場を見てみると 

とても環境に優しく、持続的な活動を行っていて、寧ろ 

、驚きと発見ばかりの、学びの場でありました。私の身近 

には海外の方はいないので、最初は研修生の方々と仲 

良くできるか不安でしたが、皆さん、非常に優しく、自国のこと、オイスカで

の活動、好きなこと等、沢山お話してくださいました。 

 オイスカでの活動を通じて、日本の、世界の農業の現状と今後について

考えることができるようになりました。現在は複数の国の人たちと植物の病

気について研究してますが、今後は海外の大学に進学して、日本にも世界

にも貢献できるように頑張りたいと考えております。素敵な経験をありがとう

ございました。 

           岐阜大学    只井遥菜 

 

昨年６月から今年１月まで、インターンシップ生とし 

て活動させていただきました。押谷友梨香(おした 

にゆりか)です。 

 まずは、私のインターンシップ活動に関わってくだ 

さった皆様に感謝申し上げます。私は活動を通して 

センターの方々のファンになりました。なぜなら、皆 

様のお陰で 8か月間を充実させられたと強く感じる 

からです。いつも暖かく迎え入れ、沢山の配慮くださ 

る皆様は私の憧れです。そんな皆様の明るさと笑顔に私は何度も救わ

れ、元気を沢山もらいました。活動期間は終了してしまいましたが、皆様

のように周囲を優しく包み込めるような人になれるよう日々精進して参りま

す。本当に今までありがとうございました。 

 

       愛知淑徳大学    押谷友梨香 

 

 

 

 



 

 

 
 
 

 

                            

                             

                             

                             

 

 

 

            

２ 月 研 修 生 の 活 動 グ レ ゴ リ ー （ 筆 ） 

みよし公園に黒松 
        オイスカみよし推進協議会 

                会長 伊藤 安信 

東日本大震災から１１年。宮城県名取市海岸林復興ボラン

ティアには、みよしグループも参加しました。みよし市と被災地

名取市は、町指定の木は同じ黒松のご縁があり、昨年「海岸林

再生の会」鈴木 英二様より、海岸林に植えた黒松の苗５本を

記念に送っていただきました。 

 今年２月２１日（月）新しくなった保田ヶ池公園で「オイスカみよ

し会員」、大学生、ボランティア「輝き元気の会」の皆さんと、新

しい遊具の前で復興のことを忘れないように記念植樹しました。 

 

 

 

 

いけばなのつくりかたを村田先

生からおしえてもらいました。 

 

 

できあがりしおあじラメン

ーいかがですか。 

 

かんぱちはたけのあたらしい

Uじこうをつくりました。 

 

   雪を見に行ってきました 
  

厨房で活躍しているメレさんは、来日して３年が過ぎ

ました。本来なら２年で帰国予定でしたが、新型コロナ

の影響で一年延長になってしまいました。その間一度

も雪の降り積もったのを見ていないので、帰国前にぜ

ひ見てみたいと希望していました。今年は幸い雪が多

いので、２月６日（日）にライさん・リナさんと郡上市の

「牧歌の里」へ行きました。降り積もった雪の中でそりな

どで遊びました。 

 

 



 

 
                            

                             

                         

 

                      

更
新
会
員
名
簿
（７
２
２
／
８
０
７
） 

安
城
（６
６
／
７
５
）安
成
工
業 

株
式
会
社 

岡
崎
（１
９
／
３
０
）明
保
澄
雄 

刈
谷
（３
５
／
４
４
）外
山
鉱
一 

豊
田
（
２
０
０
／
２
３
７
）
稲
垣
博
貴
、
櫻
木
久

枝
、
株
式
会
社 
川
平
屋
、
小
島
和
平
、
石
川

哲
雄
、
株
式
会
社 
豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
、
加
藤
永

達 名
古
屋
北
（２
０
／
１
７
）
太
田
亮
輔 

丹
羽
（５
３
／
５
７
）村
上
典
子 

西
尾
（３
１
／
３
９
）村
松
明
男 

（１
月
末
ま
で
の
入
金
を
掲
載
） 

  

新
入
会
（
個
人
） 

兵
頭
弘
隆
税
理
士
事
務
所(

名
古
屋
市) 

 

 

寄
付
品 

ト
ヨ
タ
フ
ァ
ー
ム(

豊
田
市) 

オ
イ
ス
カ
友
の
会(

豊
田
市) 

日
本
モ
ウ
ル
ド
工
業 

株
式
会
社(

安
城
市) 

鈴
木
康
予(

豊
田
市) 

佐
久
間
由
隆(

豊
田
市) 

佐
藤
美
智
代(

豊
田
市) 

鈴
木
哲
夫(

知
立
市) 

明
保
澄
雄(

岡
崎
市) 

松
石
裕
就(

名
古
屋
市) 

 
 

寄
付
金 

杉
田
ふ
じ
ゑ(

岡
崎
市) 

コ
カ
・コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社(

岡

崎
市) 

株
式
会
社 

ミ
ク
ロ
技
研
工
業(

豊
田
市) 

伊
豫
田
勝(

豊
田
市) 

工
藤
泰
子(

豊
田
市) 

東
洋
金
属 

株
式
会
社(

丹
羽
郡
扶
桑
町) 

清
水
孝
江(

豊
田
市) 

株
式
会
社 

和
楽
食(

豊
田
市) 

神
野
重
行(

名
古
屋
市) 

黒
田
啓
介(

名
古
屋
市) 

四
日
市
電
機 

株
式
会
社(

三
重
県
四
日
市
市) 

塚
本
隆
敏(

み
よ
し
市) 

増
岡
吉
尚(

み
よ
し
市) 

ス
タ
ー
ラ
イ
フ 

株
式
会
社(

み
よ
し
市) 

近
藤
將
喬(

豊
田
市) 

睦
美
産
業 

株
式
会
社(

半
田
市) 

リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社 (

大
府
市) 

土
居
峻(

名
古
屋
市) 

小
杉
ラ
ス
マ
リ
ア(
豊
田
市) 

鈴
木
き
よ
み(

碧
南
市) 

株
式
会
社 

ア
ス
ケ
緑
化(
豊
田
市) 

近
藤
義
広(

み
よ
し
市) 

有
限
会
社 

鬼
頭
塗
装
店(

み
よ
し
市) 

鰐
部
兼
道(

み
よ
し
市) 

鋤
柄
雄
一(

豊
田
市) 

竹
内
歯
科(

名
古
屋
市) 

有
限
会
社 

豊
勝
硝
子
店(

豊
田
市) 

株
式
会
社 

ヤ
マ
ワ(

岐
阜
県
各
務
原
市) 

服
部
俊
美(

豊
田
市) 

 

 

ベ
ル
マ
ー
ク 

ト
ヨ
タ
フ
ァ
ー
ム(

豊
田
市) 

オ
イ
ス
カ
友
の
会(

豊
田
市) 

  

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ 

竹
中
造
園
土
木
株
式
会
社(

碧
南
市) 

オ
イ
ス
カ
友
の
会(

豊
田
市) 

松
石
裕
就(

名
古
屋
市) 

 

書
き
損
じ
は
が
き 

福
田
香
緒
里(

豊
田
市) 

竹
中
造
園
土
木
株
式
会
社(

碧
南
市) 

近
藤
將
喬(

豊
田
市) 

オ
イ
ス
カ
友
の
会(

豊
田
市) 

加
藤
み
つ
子(

豊
田
市) 

 

 

 

新
入
会
（
法
人
） 

弁
護
士
法
人 

ア
ー
ヴ
ェ
ル(

名
古
屋
市) 

弥
栄
工
業 

株
式
会
社(

北
名
古
屋
市) 

天
神
山
電
設 

株
式
会
社(

名
古
屋
市) 

株
式
会
社 

鈴
木
産
業(

名
古
屋
市) 

株
式
会
社 

エ
ア
ー
サ
プ
ラ
イ(

名
古
屋
市) 

株
式
会
社 

土
地
の
果
実(

岐
阜
県
可
児
市) 

可
児
興
業 

株
式
会
社(

岐
阜
県
各
務
原
市) 

株
式
会
社 

大
喜
荘 

(

名
古
屋
市) 

株
式
会
社 

ヘ
イ
シ
ン(

知
多
市) 

サ
ン
ス
リ
ー 

株
式
会
社(

岐
阜
県
羽
島
市) 

千
古
乃
岩
酒
造 

株
式
会
社(

岐
阜
県
土
岐
市) 

E
b

ク
リ
エ
イ
ト 

株
式
会
社(

名
古
屋
市) 

セ
ン
ト
・ロ
ウ 

株
式
会
社(

名
古
屋
市) 

株
式
会
社 

タ
カ
ギ
ス
チ
ー
ル(

名
古
屋
市) 

株
式
会
社 

リ
ア
ル(

岐
阜
県
岐
南
町) 

株
式
会
社 

ヤ
マ
ダ
電
子
工
業(

小
牧
市) 

マ
ー
キ
ュ
リ
ー
ソ
フ
ト 

株
式
会
社(

名
古
屋
市) 

矢
野
建
設 

株
式
会
社(

名
古
屋
市) 

株
式
会
社 

i&
f

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス(

名
古
屋
市 

 

お
詫
び
と
訂
正 

先
月
号
記
載
の
次
の
方
々
は
、
「
寄
付
金
」
に
記

載
す
る
べ
き
と
こ
ろ
、
誤
っ
て
「
書
き
損
じ
は
が

き
」に
記
載
し
ま
し
た
。
訂
正
し
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。 

株
式
会
社 

ヤ
ナ
ギ
サ
ワ
自
動
車
販
売(

豊
田

市) 伊
藤
安
信(

み
よ
し
市) 

株
式
会
社 

村
金(

丹
羽
郡
大
口
町) 

シ
マ
ツ 

株
式
会
社(

刈
谷
市) 

株
式
会
社 

中
京
医
薬
品(

半
田
市) 

小
林
四
郎(

安
城
市) 

杉
浦
亜
紗
比(

岡
崎
市) 

櫻
木
久
枝(

豊
田
市) 

廣
瀬
秀
子(

岡
崎
市) 

森
田
惣
一(

豊
田
市) 

富
田
司(

常
滑
市) 

株
式
会
社 

ミ
ク
ロ
技
研
工
業(

豊
田
市) 

株
式
会
社 

長
谷
川
設
備
工
業(

碧
南
市) 

株
式
会
社 

山
田
商
会(

名
古
屋
市) 

有
限
会
社 

光
洋
企
業(

丹
羽
郡
扶
桑
町) 

富
田
司(

常
滑
市) 

株
式
会
社 

三
好
製
作
所(

み
よ
し
市) 

鹿
沼
宏(

名
古
屋
市) 

勝
田
好
和(

豊
田
市) 

オ
イ
ス
カ
三
重
推
進
協
議
会(

四
日
市
市) 

佐
藤
鋹
弘(

豊
田
市) 

カ
ト
レ
ア
ビ
ル(

豊
田
市) 

平
吹
禎
佑(

豊
田
市) 

沢
田
美
智
子(

名
古
屋
市) 

豊
田
汽
缶 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

 

 
 

 

 

 

 


